予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　　項：企画開発費　　目：企画調査費
	事業名　文化芸術創造発信イニシアチブ事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　環境生活部 人づくり文化課 文化施設係　電話番号：058-272-1111（内2456）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11151@pref.gifu.lg.jp
	（平成２６年４月１日以降のこの事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

環境生活部 文化振興課 文化施設係　電話番号：058-272-1111（内2458）

E-mail：c11146@pref.gifu.lg.jp


１　事業費　38,362千円（前年度予算額：42,200千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	42,200
	21,100
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	21,100

	要求額
	38,362
	22,955
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	15,407

	1月29日時点
査定額
	38,362
	22,955
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	15,407

	決定額
	38,362
	22,955
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	15,407


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
国庫補助事業（文化芸術創造発信イニシアチブ事業　事業目的：地方公共団体が企画する優れた文化芸術の創造発信事業に対して補助することにより、文化芸術活動を活発化させ、域地域文化の再生やコミュニティの再構築、ひいては地域の活性化を促すこと。）有効活用することで、県有文化施設の文化芸術事業の充実を図る。
（２）事業内容
　　　県民参加型の事業の実施により良質な文化芸術に触れる機会を提供するとともに、地域の文化芸術振興を支える人材の養成等を推進する。

1 ふれあい福寿会館での文化芸術事業

　　　　　音楽祭、ワークショップ、講習会、オペラセミナー等

2 飛騨・世界生活文化センターでの文化芸術事業

　　　    ミュージカル、演奏会、ワークショップ等

（３）県負担・補助率の考え方（文化芸術創造発信イニシアチブ事業）
　　・補助対象　　地方公共団体が地域住民、芸術団体、文化施設、教育機関等とともに実施する特色ある文化芸術振興の取組

　　・実施主体　　地方公共団体（文化団体、文化施設との共催も可）

　　・補 助 率　　国１／２

　　　　　　　　　※総事業費（45,911千円）の1/2を国庫、残る1/2を入場料収入と県費を充当するため、県の委託料は国庫分と県費の合計額となる
　　・補助期間　　３カ年の事業実施を前提に単年度ごとの採択

（４）類似事業の有無
　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	38,362
	音楽祭、ワークショップ、講習会、オペラセミナー等

	合計
	38,362
	


	　１月２９日時点の査定額の考え方　




	　決定額の考え方　



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　長期構想　第5章 Ⅴ 5ふるさとの誇りと愛情を育てる
（２）国・他県の状況

　　平成25年度事業採択件数　126件
　　平成24年度事業採択件数　68件

（３）事業主体及びその妥当性
　　県（指定管理者に委託）

　　　　一過性の取り組みにならないよう事業を継続するためには、それぞれの県有文化施設の指定管理者が自主企画事業と一体的に実施することが内容的、経費的にも妥当である。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
県有文化施設の文化芸術事業の充実を図ることにより（県民参加型の事業の実施）良質な文化芸術に触れる機会を提供するとともに、地域の文化芸術振興を支える人材の養成等を推進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	単年度ごとの事業採択であるため。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

【ふれあい福寿会館】

　①「アカペラ合唱団クロコディロス」による青少年のためのワークショップとコンサート、②工藤重典による「サラマンカ夏の音楽講習会」とコンサート、③中村天平による中山間地域の小規模小学校へのアウトリーチとコンサート、④大阪市音楽団によるブラスクリニックと「ぎふ・秋の音楽祭～ブラスの日」、⑤子どものためのオペラ」自主制作にむけてのオペラセミナーとこんにゃく座オペラ「森は生きている」の公演、⑥パイプオルガン体験コースとコンサートの6事業を実施

【飛騨・世界生活文化センター】

　①飛騨高山ヴィルトーゾオーケストラコンサートとワークショップ、②張濱 二胡コンサートとワークショップ、③伊藤正道 原画・絵本（絵本原画を含む）の展示会とワークショップ、④飛騨地域オリジナルミュージカル制作公演


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　　県民参加型の事業の実施により良質な文化芸術に触れる機会を提供するとともに、地域の文化芸術振興を支える人材の養成等を推進することができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

　○
	国庫補助事業（文化芸術創造発信イニシアチブ事業）を有効活用することで、県有文化施設の文化芸術事業の充実を図るものであり、必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　○
	　県民参加型の事業実施により良質な文化芸術に触れる機会を県民に対して提供するとともに、地域の文化芸術振興を支える人材の養成等を推進することができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　○
	　県有文化施設の指定管理者へ委託することで、指定管理者が自主企画事業と一体的に実施することができたため、事業の効率化を図ることができた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
国費については、３カ年の事業実施を限度に単年度ごとの採択であるため、３年間の補助が受けられるよう事業の充実を図っていく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

国費の採択に向けて、事業内容の充実を図っていく。


